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Comprehending Transitive Verbs in Japanese Language Education 
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 図 1 他動詞の捉え方についての回答 












 図 2 学生に対する他動詞の説明についての回答 
 
 




































 最後に、自動詞と他動詞の扱いについて（図 3 参照）だが、1 名を除けば、全被験者が扱うと
回答している。これは、今回アンケートを依頼したのが日本語学校・専門学校の日本語教師であ




































     
        絵 1（風で）ドアが開く。  絵 2 Xはドアを開ける。 
 

































結果は、38 人中 31 人が他動詞の可能形である「消せる」を選択し、自動詞である「消える」



















 主体の意志・決定を明確に表す動詞（被験者 7） 
 人の意志で起こしたこと（被験者 12） 
 主語の人（主体）が何らかの意志があってする動詞（被験者 15） 
 人の意志的な行為を表す動詞（被験者 17） 
 誰かが意識的に何かをしたこと位で生じる動作動詞（被験者 21） 
 意図的にした動作（被験者 23） 
教師への調査（Ⅲ．2）において被験者 25名のうち 7名の回答に他動詞と動作主の意志の関連




































































































                        
 私は電気をつける（他動詞）              電気がつく（自動詞） 
 
図 5 視点・原因と結果で自動詞と他動詞を示した絵19)  
その結果 

















ク）では 29課（全体は 50課）に、『げんき』（Japan Times）が 18課（全体は 23課）に、『学ぼう！にほん
ご』（専門教育出版）では 20課（全体は 40課）で扱われている。 














11) （  ）内の文言は筆者が付け加えたものである。 
12) 絵は「かわいいフリー素材集いらすとや（https://www.irasutoya.com）」を使用。 
13) 大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所と文部科学省科学研究費特定領域研究「日本語コー
パス」プロジェクトによって共同で開発された『現代書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ : Balanced Corpus of 















19) 絵は「無料のイラスト IMT（https://illust-imt.jp/archives/001044）」を使用。 
